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汎用カメラを活用したアリーナスポーツの AI 映像分析に関する共同研究をスタート 

-バルドラール浦安（日本フットサルリーグ所属）の選手パフォーマンスを AI で評価計測- 
 
日本フットサルリーグディビジョン 1所属のバルドラール浦安（浦安スポーツネットワーク株式会社、
代表取締役：塩谷竜生）と、株式会社エヌアイデイ（本社：東京都中央区、代表取締役社長：小森俊太
郎、以下エヌアイデイ）は、アリーナスポーツにおける選手のパフォーマンスを可視化・向上させるこ
とを目的に、汎用カメラを活用した AI 映像分析に関する共同研究をスタートしました。 
2025-2026 シーズンはバルドラール浦安ホーム戦のデータ分析手法の検証を行い、2026-2027 シーズン
の実用化を目指しています。 
 
【研究の背景と概要】 
近年、スポーツ業界では選手のパフォーマンス向上や公正な競技運営のため、デジタル技術を活用した
データ分析の重要性が高まっています。特にメジャースポーツでは、選手のプレー内容を数値化し、パ
フォーマンス評価やファン参加型の応援施策にも役立てられています。 
しかしながら、現状は高精度カメラや特殊なセンサーを必要とするケースが中心であり、データ分析を
行うことができる競技は限定的であるため、より手軽で広く導入可能な技術が求められています。は
2016年から AI の研究開発に取り組んでおり、バルドラール浦安がその経験と顧客への最適化を目指す
ソリューション開発姿勢を評価して、今回の共同研究につながりました。本共同研究では汎用カメラで
撮影した映像をもとに、AI のトラッキング技術を活用して選手の走行距離やスピードをデータ化しま
す。これにより選手の強化、怪我の予防、さらにはスコアに表れにくい貢献の可視化をするなどデータ
分析手法を検証し、2026-2027シーズンでの実用化を目指してまいります。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

選手のデータ計測例 



 
【今後の展望】 
本共同研究で開発する技術はチーム強化だけでなく、次世代の選手育成や選手の活動量をランキング化
するなどファンが試合をより楽しめるサービスとして役立て、F リーグ全体の魅力向上と発展に貢献し
ていくことを目指しています。 
将来的には他のアリーナスポーツへの横展開や学校の部活動・地域クラブなど、より幅広いシーンでの
活用を見据えて研究開発を進めてまいります。 
 
【バルドラール浦安について】 
千葉県浦安市をホームタウンとする F リーグ所属のフットサルクラブ。1998 年に明海大学サッカー部
OB を中心に設立され、2007 年より F リーグに参戦。クラブ名「バルドラール」は、「Barco（舟）」
「Dragon（竜）」「Dorar（黄金化）」を組み合わせた造語で、浦安から全国、そして世界への飛躍を象
徴。浦安スポーツネットワーク株式会社（本社：千葉県浦安市）がクラブ運営。ホームアリーナは浦安
市総合体育館（通称：バルドラール浦安アリーナ）。トップチームのほか、女子チームや U18 チームな
ど複数のカテゴリーを有し、地域密着型クラブとして選手育成とフットサル文化の普及に取り組んでい
ます。また、「地域社会に愛されるクラブ」を理念に掲げ、こども向けのプロジェクトやホームタウン活
動など、地域貢献活動にも積極的に行なっています。 
 
【エヌアイデイについて】 
1967年千葉県香取市佐原で創業。「ヒューマンウェア」という企業理念のもと、ICT事業を通じお客様
に喜んでいただき、会社と社員が豊かになり、すべてのステークホルダーとより良い関係を築いてゆ
く。そのような、ともに成長していく好循環を生み出すことを目指しています。事業内容は、システム
開発事業、システムマネジメント事業等。近年は地方創生、地域課題の解決に資するシステム開発にも
力を入れており、創業の地佐原での地域貢献も推進しています。 
 
 
【本件に関するお問い合わせ先】 
株式会社エヌアイデイ 
104-6029 東京都中央区晴海 1-8-10 晴海アイランドトリトンスクエア X 棟 29 階 
Tel：03-6221-6821 
担当：CX 事業本部 CX事業戦略部 立澤 
 
バルドラール浦安/浦安スポーツネットワーク株式会社 
279-0004 千葉県浦安市猫実 1-19-36 浦安商工会議所会館 1F 
Tel: 047-353-9130 Fax: 047-350-7222 
担当：北野 
 


